
○GPSを利用したｳｪｱﾗﾌﾞﾙ機器はその利用中に災害・危機に万一遭遇しても、いち早く情報を知る手段がなかった。みちびきL1S信号
から配信される災害危機管理ｻｰﾋﾞｽ情報（以下、災危通報と言う)を受信、報知できるようにし、その普及を目指す。

○すでにL1Sを採用している製品ｺﾞﾙﾌｳｫｯﾁ（A1-II）のﾌｧｰﾑｳｪｱ変更を行い、緊急度の高い災危通報（緊急地震速報、津波警報）を受
信すると、ｱﾗｰﾑ音・警報画面を表示して報知されることを実証する。

○実証は飯能ｸﾞﾘｰﾝｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ２番ﾎｰﾙで ｺﾞﾙﾌﾌﾟﾚｲ中を想定して行った。L1S信号から配信される SLAS、災危通報を受信し、通報を
必要とするｴﾘｱを特定して災危通報が報知されることが確認できた。災危情報の得にくいｱｳﾄﾄﾞｱ環境でも、ｺﾞﾙﾌｳｫｯﾁ(A1-II)により衛
星から必要な情報をﾀｲﾑﾘｰに得られることが確認できた。

○ﾌｧｰﾑｳｪｱのﾘﾘｰｽは2021年3月末に行い、これにあわせて弊社webｻｲﾄへ情報掲載し、各ﾒﾃﾞｨｱにﾌﾟﾚｽﾘﾘｰｽを発行した。今後ｺﾞﾙﾌ
雑誌等に広告掲載していく。また、今後発売する製品にも本機能を搭載していく。
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